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緒　　　言
　兵庫県但馬地域は‘二十世紀’梨の産地であり，2006

年度における栽培面積は53ha，生産量は629tである4）． 

　‘二十世紀’は明治21年頃に千葉県の松戸覚之助によっ
て発見された青ナシで，果肉は柔らかく多汁で食味良好
である7）．しかし，‘二十世紀’は黒斑病に極めて弱く，
殺菌剤の散布や小袋掛けと大袋掛けが必須となっている．

中間台の違いがニホンナシ‘おさゴールド’の
生育，収量および果実品質に及ぼす影響

松浦克彦 *

要　　　約
　農業生物資源研究所放射線育種場と鳥取県で共同開発された‘おさゴールド’は黒斑病耐病性と自家
結実性を持つ優れた品種である．この品種は結実が優れるため果実がやや小さくなりやすい傾向であ
る．このようなことから，中間台の違いが‘おさゴールド’の生育，収量および果実品質に及ぼす影響
について検討した．
１ 　‘二十世紀’‘ゴールド二十世紀’‘おさゴールド’を中間台として比較検討した．‘二十世紀’の中
間台区は無処理区より果実重が増加し，果汁の糖度も高い傾向であった． 

２ 　中間台区の収量は，無処理区より収量は劣ったが，中間台区の中では‘二十世紀’が最も優れた．
３ 　１樹当たりの短果枝数や，全芽数に対する短果枝芽の割合は，中間台区の中では‘二十世紀’中間
台区で最も高い傾向であった．

Effect of Different Interstocks on the Growth, Yield and Fruit Quality of
Japanese Pear‘Osa-gold’

Katsuhiko MATSUURA

Summary

　‘Osa-gold’ was jointly developed by Gamma Field of the National Institute of Agrobiological Sciences and 

Tottori prefecture. It is an excellent cultivar of Japanese pear with tolerance to black spot disease and self-pollination. 

However, it probably produces slightly smaller fruits than‘Nijisseiki’. Therefore, this study was performed to 

reveal the effect of different interstocks on the growth, yield and fruit quality of Japanese pear‘Osa-gold’.

⑴ 　‘Osa-gold’trees with an interstock of‘Nijisseiki’had heavier fruit and higher Brix of fruit juice than other 

trees with such interstocks as‘Gold-nijisseiki’and‘Osa-gold’.

⑵ 　‘Osa-gold’trees with an interstock of‘Nijisseiki’ had higher productivity of fruit than other trees with 

such interstocks as‘Gold-nijisseiki’ and‘Osa-gold’.

⑶ 　‘Osa-gold’trees with an interstock of‘Nijisseiki’had a tendency to have more short fruit branches per 

tree, and a higher rate of bud numbers of short fruit branches to the total bud number than other trees with such 

interstocks as‘Gold-nijisseiki’and‘Osa-gold’. 
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このような対策を施しても，年によっては黒斑病による
落果が多発し，生産が不安定となりやすい．このため生
産者にとっては，黒斑病防除に対する経済的あるいは労
力的な負担が重い．さらに，近年の生産者の高齢化や販
売価格の低迷等により‘二十世紀’栽培への意欲低下を
もたらしている．これらのことから，産地では黒斑病に
強く‘二十世紀’と同程度の果実品質を有する青梨系品
種の育成が強く望まれていた．さらに着果安定のための
人工交配は，作業適期が限定されるため，結実が安定す
る自家結実性の品種開発も望まれていた．農業生物資源
研究所放射線育種場と鳥取県とが共同で，1997年に自家
結実性の‘おさ二十世紀’からγ線照射による人為的突
然変異により黒斑病耐病性の‘おさゴールド’を育成し
た6）．この品種の果実は外観・食味とも‘二十世紀’と
ほぼ同様で非常に優れている．‘おさゴールド’は，結実
性に優れているので着果過多となりやすく，摘果が遅れ
ると果実がやや小さくなるという短所もある．このため，
‘おさゴールド’では早期摘らいや早期摘果が勧められて
いる．春先の気温の推移によっては，蕾から開花までの
期間が７日程度と短く，摘らいが遅れる場合がある．さ
らに開花期の気象条件が悪い場合に着果不足を来すので，
摘らい程度の判断が困難である．
　そこで本報では，中間台の違いによる果実肥大促進を
検討した．中間台は台木と本来の品種の間に異なる品種
を入れることで，①わい性効果（リンゴ），②穂木と台木
との間の接木親和性の向上（西洋ナシ），③胴枯病対策（ニ
ホンナシ）などを目的とし利用が検討されている5）．果
実肥大を目的とした中間台の利用はあまりみられないが，
中間台により樹勢が制御され，その結果，果実肥大が促
進されることが期待される．今回中間台の違いが‘おさ
ゴールド’の生育，収量および果実品質に及ぼす影響に
ついて検討し，若干の知見が得られたので報告する．

材料および方法
　2003年３月４日に１年生‘二十世紀’‘ゴールド二十
世紀’および‘おさゴールド’（各品種ともマンシュウ
マメナシ台）を4.5ｍ×6.5ｍの栽植間隔で当センター内
の園地に植え付け，３本主枝とした．2004年４月28日に
主枝分岐部から約20cmのところで‘おさゴールド’を
切り接ぎした．１穂木２芽として調整し，接ぎ木１年目
は２芽とも伸ばした．冬期のせん定時に生育の優れた方
を残して，他の新梢は切除した（図１）．供試樹数は‘二十
世紀’６樹，‘ゴールド二十世紀’４樹，‘おさゴールド’
４樹，無処理（接ぎ木処理無しの‘おさゴールド’）２
樹とした．主枝，亜主枝の先端部付近の花芽は開花前に

摘らいし，満開後21～35日に１～２果そうに１果を残
し，他は摘果した．各処理区とも１樹当たりの収量と果
実品質（果実重，果皮色，果肉硬度，果汁の糖度と酸度）
を調査した．果実品質の調査については各樹とも10～20
果を供試した．果皮色の測定には農林水産省旧果樹試験
場作成のカラーチャート（地色用）8）を用いた．果肉硬
度はマグネステーラー硬度計（10lbs，5/16インチプラン
ジャーを使用）を用いて，果実の赤道面を１果当たり２
カ所測定した．さらに，落葉後に各樹の新梢の長さ・芽
数，短果枝数を調査した．10cm以下の新梢を短果枝と
し，短果枝部分の芽を短果枝芽とした．葉果比（推定値）
は（１樹当たりの全芽数）／（１樹当たりの着果数）と
した．なお，各処理間の調査結果はTukeyの多重比較に
より評価した．

結　　　果
１　１樹当たりの収量の推移
　接ぎ木３年目（2006年）から７年目（2010年）の収量
の推移を表１に示した．2006～2010年にかけて中間台を
用いた区では‘二十世紀’中間台区が最も多くなる傾向
であった．年次による変動があるものの無処理区，‘二十
世紀’中間台区＞‘おさゴールド’，中間台区＞‘ゴー
ルド二十世紀’中間台区の傾向であった．

２　果実品質
　接ぎ木４年目（2007年）から７年目（2010年）の果実
重の推移を表２に示した．果実重は‘二十世紀’中間台
区が他の中間台区より有意に大きかった．‘二十世紀’
中間台区に次いで大きかったのは‘おさゴールド’中間
台区で，次に‘ゴールド二十世紀’中間台区の傾向であっ
た．無処理区は年次による違いはあるものの，‘二十世
紀’中間台区より劣り，‘おさゴールド’中間台区と同
程度であった．2007年から2010年の果皮色や果肉硬度，
果汁の酸度・糖度を表３に示した．果皮色は2007年と
2008年に‘二十世紀’中間台区が他の中間台より値が有
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意に低かったが，2009年と2010年ではその傾向はみられ
なかった．果肉硬度は2008年～2010年において‘二十世
紀’中間台区は‘ゴールド二十世紀’中間台区よりも有
意に値が大きく，やや果肉が硬い傾向がみられた．果汁
の酸度は‘ゴールド二十世紀’中間台区が中間台区の中
で最も高い傾向で，2007年と2008年には他の中間台区と
有意差がみられた．一方，果汁の糖度は2007年から2010
年の全年度で，‘二十世紀’中間台区が処理区の中で最
も高い傾向を示し，2008年，2010年の結果では他の中間
台区との有意差が明確であった．

３　樹体生長
　接ぎ木後の主枝長や総新梢長，平均新梢長の推移を表
４に示した．主枝長は中間台区間で有意な差はみられな
かったが，2008年から2010年の３カ年とも，‘二十世紀’
中間台区≧‘ゴールド二十世紀’中間台≧‘おさゴール
ド’中間台の順であった．１樹当たりの総新梢長も，中
間台の違いによる有意な差はみられなかったものの，中
間台区では３カ年とも‘ゴールド二十世紀’中間台区が
最も長くなった．平均新梢長も各処理区間で有意な差は
みられず，３カ年を通して一定の傾向はみられなかった．
　2008年から2010年の１樹当たりの短果枝数や葉果比，
全芽数に対する短果枝芽の割合について，表５に示し
た．無処理区以外の１樹当たりの短果枝数は2008年から
2010年にわたり，‘二十世紀’中間台区＞‘おさゴールド’
中間台＞‘ゴールド二十世紀’中間台の傾向であったも
のの，有意な差ではなかった．
　また全芽数に対する短果枝芽の割合も同様の傾向で
あった．葉果比は年によって変動があり，一定の傾向は
みられなかったが，中間台区では‘ゴールド二十世紀’
中間台区が３カ年とも最も高くなった．
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や果汁の糖度向上につながったと考えられる．
　一方，１樹当たりの短果枝数と収量の関係についてみ
ると，有意な正の相関が認められた．したがって，‘お
さゴールド’のような‘二十世紀’系品種では，主に短
果枝に着果させるため，‘二十世紀’中間台の導入によ
り１樹当たりの短果枝数が増加することで，着果可能部
位が増加したことも，収量向上の要因であると考えられ
る．
　高品質果生産のために葉果比は，重要な指標であり，
しばしば着果基準として指導に用いられている10）．今回
の調査では‘ゴールド二十世紀’中間台区の葉果比が，
中間台区の中で最も高い傾向を示した．しかし，‘ゴー
ルド二十世紀’中間台区の果実重は，中間台区の中で最
も小さく，果汁の糖度も‘おさゴールド’中間台区の
よりも低い傾向を示した．葉果比について池田ら3）は，
‘ゴールド二十世紀’で糖度11°以上の果実を得るために

４　収量，短果枝数
　2008年～2010年における１樹当たりの短果枝数と収量
の関係を，全処理区まとめて図２に示した．これによる
と，短果枝数と１樹当たりの収量は高い正の相関がみら
れた．同様に，全芽数に対する短果枝芽の割合と果汁の
糖度の関係を図３に示した．全芽数に対する短果枝芽の
割合が高いほど，明らかに果汁の糖度が高くなる傾向が
みられた．一方，2008年から2010年の３カ年について，
全芽数に対する短果枝芽の割合と果実重の関係を図４に
示したが，両者には相関はみられなかった．

考　　　察
　リンゴではＭ系やＣＧ系をわい性の中間台として，Ｊ
Ｍ系（盛岡系統）ではわい性台木として用いることで，
いずれも樹勢を制御し樹がコンパクトになり生産性の向
上が図られている5）．ナシでは中間台の研究事例は少な
く，‘幸水’の胴枯れ対策として‘新水’や‘長十郎’
の利用が検討されている5）．本研究では‘ゴールド二十
世紀’中間台区で，１樹当たりの総新梢長が2010年にや
や長くなる傾向がみられたが，今回供試した中間台では
樹体生長に顕著な影響を及ぼすものはみられなかった．
但し，果実重や果汁の糖度が，‘二十世紀’中間台区で
向上した．
  果樹栽培において，早期の展葉による葉面積確保が果
実品質や収量向上には重要であるとされる2）．‘二十世
紀’などの短果枝の着生と維持が容易な品種6），では全
葉に対する短果枝葉（果そう葉）の割合（面積比）が高
いほど，生産性（収量や果実品質）の高いことが指摘さ
れている1,9）．葉面積に近似すると思われる全芽数をカウ
ントした．全芽数に対する短果枝芽の割合は，‘二十世
紀’中間台区が処理区の中で最も高い傾向であり，収量
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は，葉果比が35～50が適当であると指摘している．今回
は各処理区の葉果比は48以上であり，全体的に果汁の糖
度が高く，処理区間の差も小さかったため，相関が出に
くかったものと思われる．
　葉果比が高い場合は，果実重や果汁の糖度の向上につ
いては，高橋7）や林ら2）が指摘しているように果そう葉
（短果枝葉）の働きが関与していることが示唆された．
　以上，本研究では‘おさゴールド’に対し中間台がど
のような影響を及ぼすかについて，樹体生長，収量性，
果実品質の点で検討した．その結果，‘二十世紀’を中
間台とすることで，果実重，果汁の糖度が向上すること
が明らかとなった．中間台の導入により短果枝の着生が
増し，果そう葉の割合が高まったことが生産性向上に寄
与したと推察されるが，葉面積の推移や同化産物の転流
などについても今後検討する必要があると考えられる．
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